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第７０回岐阜県畜産共進会 肉豚の部が開催されました       【養豚・養鶏研究部】 

 

第７０回岐阜県畜産共進会 肉豚の部が、平成３０年８月２日から８月６日までの５日間の日

程で開催され、肉豚３８組・１１４頭が出品されました。今年は記録的な猛暑にもかかわらず、出

品豚の平均出荷日齢が昨年よりも平均で４日間短縮され、平均１６９日齢でした。また、出品され

た枝肉はいずれも非常にすばらしく、その差はわずかで甲

乙つけがたいものでした。 

今回は岐阜県畜産共進会第７０回記念式典が開催され、

当研究部から吉岡主任専門研究員が「畜産研究所 養豚・

養鶏研究部における今後の研究開発の方向について」と題

して講演をしました。その中で、今後の試験研究推進につ

いて県内養豚農家の皆様に改めてご理解とご協力をお願

いしました。 

 

 

 

卵用奥美濃古地鶏を譲渡しました            【養豚・養鶏研究部（関試験地）】 

 

養豚・養鶏研究部（関試験地）は、平成３０年６月２７日に卵用奥美濃古地鶏の譲渡を行いま

した。卵用奥美濃古地鶏は当所で開発した卵用の地鶏です。平成３０年４月に当所で孵化し、譲

渡まで大切に育て、１７戸の皆さんに５１８羽を譲渡しました。 

譲渡当日は「卵用奥美濃古地鶏育成管理研修会」を開催し、飼養者の皆様に飼養管理等に関す

る注意点などを説明し、ご理解いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枝肉共進会の場面 

  

譲渡当日の様子 



 

家畜審査競技会が開催されました                   【酪農研究部】 

 

 平成３０年６月２２日に酪農研究部（恵那市）において、岐阜県学校農業クラブ連盟主催の第６９回

家畜審査競技会（乳牛の部）岐阜県大会が開催されました。 

 「健康で生涯にわたってよく働く乳牛」を「見極める技術」を高めることは、酪農経営にとって大き

なメリットになります。この技術を高めるため、岐阜県学校農業クラブ連盟では、酪農研究部において、

毎年１回、家畜審査競技会を開催しています。 

今年度は、４校の農業高校から各４名ずつの代表者が選

手として参加し、成牛の部と雌子牛の部の２部で、日頃の

勉強の成果を競いました。 

 協議中、各選手は、審査の対象となった乳牛を直接触

ったり、様々な角度から牛を眺めたりして、真剣な眼差し

で審査を行い、優秀なものから順位を付けていました。 

 審査講評は、酪農研究部の研究員が行い、審査をする

上でのポイントについて、参加した高校生にアドバイスを

行いました。 

 

GAP取得チャレンジシステムに取り組んでいます            【飛騨牛研究部】 

 

 農産物の安全性向上や環境保全に取り組む農場、生産者として認められる「GAP（農業生産工程

管理）」については県内でも認証取得への動きが広がり始めています。 

飛騨牛研究部におきましても、畜産 GAP 承認取得の準備段階である「GAP 取得チャレンジシステ

ム」[（公社）中央畜産会が運用]に取り組んでおり、今年度中に確認申請を行うための農場内環境

整備や各種書類作成などの準備を現在進めております。 

こうした中、県内の畜産に係る GAP指導水準の向上を図ることを目的とした実践研修会が、平成

３０年６月１４日と８月８日の２日間に亘り、当研究部において開催されました。研修会には県下

各家畜保健衛生所及び農林事務所の職員が参加し、県農業経営課の GAP指導員から食品安全、環境

保全、労働安全及び動物福祉についての講義や、当研究部の牛舎等を対象とした実地研修も行われ、

各種点検項目について説明を受けました。 

今回は、指導者養成のための研修会という位置付けではありましたが、指摘のあった各種の点検

項目を通じて、当研究部職員の意識向上を図ると共に適切な職場環境の保持に努めて参ります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

GAP についての講義 牛舎での点検項目の説明 

 

 

審査競技会の場面 



現場後代検定枝肉研究会の開催予定                  【飛騨牛研究部】 

 

今年度の種雄牛候補牛の産肉能力検定に係る枝肉研究会の開催予定はつぎのとおりです。 

 

平成３０年１１月「広茂清（ひろしげきよ）号」（父系三代祖 白清８５の３－白清８５の３－光平福） 

平成３１年 １月「白梅萌（しらうめもえ）号」（父系三代祖 白清８５の３－清優福－福之国） 

平成３１年 ３月「白安原（しろやすはら）号」（父系三代祖 白清８５の３－花清国－光平福） 

 

 

岐阜県畜産研究所  ホームページhttp://www.livestock.rd.pref.gifu.lg.jp 

□ 飛騨牛研究部         506-0101 高山市清見町牧ヶ洞 4393-1   

    Tel 0577-68-2226    Fax 0577-68-2227 Email boxbeef@livestock.rd.pref.gifu.jp 

□ 酪農研究部           509-7601  恵那市山岡町久保原 1975-615 

    Tel 0573-56-2769    Fax 0573-56-2974 Email boxdairy@livestock.rd.pref.gifu.jp 

□ 養豚・養鶏研究部         505-0037 美濃加茂市前平町 3-8 

    Tel 0574-25-2185    Fax 0574-28-4132 Email boxswine@livestock.rd.pref.gifu.jp 

□ 養鶏・養鶏研究部関試験地   501-3924  関市迫間 2672-1  

  Tel 0575-22-3165    Fax 0575-22-3164  Email boxpoultry@livestock.rd.pref.gifu.jp 

http://www.livestock.rd.pref.gifu.lg.jp/

